
― 1 ―

令和８年第１回羅臼町議会定例会（第１号） 

 

令和８年３月４日（水曜日）午前１０時開会 

 

──────────────────────────────────── 

○議事日程 

　日程第　１　会議録署名議員の指名 

　日程第　２　会期の決定 

　日程第　３　諸般の報告 

　日程第　４　町長行政報告 

　日程第　５　議案第１９号　根室町村等公平委員会委員の選任につき同意を求めること 

について 

　日程第　６　諮問第　１号　人権擁護委員の候補者の推薦につき同意を求めることにつ 

いて 

　日程第　７　議案第　３号　令和７年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

　日程第　８　議案第　４号　令和７年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予 

　　　　　　　　　　　　　　算 

 　日程第　９　議案第　５号　令和７年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算

　日程第１０　議案第　６号　令和７年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療事業特別会計補正 

予算 

　日程第１１　議案第　７号　令和７年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会計 

補正予算 

　日程第１２　議案第１４号　職員の旅費に関する条例制定について 

　日程第１３　議案第１５号　羅臼町介護保険条例の一部を改正する条例制定について 

　日程第１４　議案第１６号　羅臼町中小企業振興資金融資条例の一部を改正する条例制 

定について 

　日程第１５　議案第１７号　羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画の策定について 

　日程第１６　　　　　　　　町長・教育長行政執行方針 

──────────────────────────────────── 

○出席議員（１０名） 

　　議　長　１０番　佐　藤　　　晶　君　　　　副議長　　９番　小　野　哲　也　君 

　　　　　　　１番　米　井　宏　喜　君　　　　　　　　　２番　浜　岸　昭　仁　君 

　　　　　　　３番　小　川　雅　勝　君　　　　　　　　　４番　山　下　竜　哉　君 

　　　　　　　５番　加　藤　　　勉　君　　　　　　　　　６番　田　中　　　良　君 

　　　　　　　７番　髙　島　讓　二　君　　　　　　　　　８番　松　原　　　臣　君 

──────────────────────────────────── 



― 2 ―

○欠席議員（０名） 

──────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条により説明のため出席した者 

　町　　　　　長　　湊　屋　　　稔　君　　　副　　町　　長　　川　端　達　也　君 

　教　　育　　長　　石　﨑　佳　典　君　　　監 査 委 員　　松　田　眞佐都　君 

　企画財政課長　　鹿　又　明　仁　君　　　企画財政課参事　　三　宅　悠　介　君 

　総 務 課 長　　湊　　　慶　介　君　　　町民環境課長　　野　田　泰　寿　君 

　納税担当課長　　鹿　又　芳　弘　君　　　保健福祉課長　　本　見　泰　敬　君 

　保健福祉課参事　　七　海　隆　之　君　　　保健担当参事　　飯　島　祥　子　君 

　産業創生課長　　飯　島　　　東　君　　　まちづくり担当課長　　伊　藤　芳　征　君 

　建設水道課長　　佐　野　健　二　君　　　学　務　課　長　　八　幡　雅　人　君 

　社会教育課長　　長　岡　紀　文　君　　　会 計 管 理 者　　大　沼　良　司　君 

──────────────────────────────────── 

○職務のため議場に出席した者 

　議会事務局長　　平　田　　　充　君　　　議会事務局次長　　堺　　　勝　敏　君 
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──────────────────────────────────── 

午前１０時００分　開会 

──────────────────────────────────── 

◎開会・開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　おはようございます。 

　ただいまの出席議員は１０人です。定足数に達しておりますので、令和８年第１回羅臼

町議会定例会を開会いたします。 

　本定例会は、ペーパーレスを目的としたタブレットやパソコンの持ち込みを許可してお

ります。また、報道機関や行政のカメラ及びパソコンの持ち込みも許可しております。 

　これから、本日の会議を開きます。 

　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１　会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第１　会議録署名議員の指名を行います。 

　本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、７番髙島讓二君及び

８番松原臣君を指名いたします。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２　会期の決定 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第２　会期の決定の件を議題といたします。 

　お諮りします。 

　本定例会の会期については、議会運営委員会で協議をしていただき、本日から３月１２

日までの９日間とし、会議規則第９条第１項及び議案調査並びに議案審査のため、３月６

日から３月１１日までの６日間は休会にしたいと思います。 

　御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　異議なしと認めます。 

　したがって、本定例会の会期は、本日から３月１２日までの９日間とし、会議規則第９

条第１項及び議案調査並びに議案審査のため、３月６日から３月１１日までの６日間は休

会とすることに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３　諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第３　諸般の報告を行います。 
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　羅臼町監査委員から、例月出納検査の結果について報告がありました。 

　資料は、議長の手元で保管しております。 

　これで、諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第４　町長行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第４　町長から行政報告の申出がありましたので、これを許

します。 

　町長。 

○町長（湊屋　稔君）　おはようございます。 

　令和８年第１回定例町議会に議員皆様の御出席を賜り、お礼を申し上げます。 

　ただいま議長よりお許しをいただきましたので、３件の行政報告をさせていただきま

す。 

　１件目は、特旨叙位の伝達についてであります。 

　令和７年１２月３日に御逝去されました元羅臼町議会議員、故山下崧氏が正六位に叙さ

れました。 

　山下氏におかれましては、昭和５０年５月から平成２３年４月まで、９期３６年の永き

にわたり議会議員として在職し、平成１２年２月から産業常任委員長として、平成１３年

５月から平成１５年４月まで総務文教常任委員長として、産業振興や国道の安定した通行

の確保に御尽力されるなど、高邁な政治信念をもって羅臼町の振興・発展に寄与した功績

が認められ、平成２５年１１月の秋の叙勲にて旭日双光章を受章しており、このたびの特

旨叙位となったものであります。 

　去る２月２８日、御家族の妻山下文子様に伝達を行ったところでございます。 

　２件目は、「強風による被害について」であります。 

　去る３月１日、国後島沖の低気圧が発達した影響により、３月１日未明から午前中にか

けて強風となり、旧知円別小中学校の屋根の一部剥離の被害が発生しました。 

　気象庁の風速データでは、１日午前４時２１分に瞬間最大風速２８.９ｍを記録してお

りますが、羅臼町が独自に知円別漁港に設置しております風速計では、１日午前３時５分

に北北東の風４４.５ｍの瞬間最大風速を記録しております。 

　この被害を受け、町有建物の確認をしたところ、３月３日現在、ほかに被災した町有建

物は確認されませんでした。 

　なお、町内の民間の建物で窓ガラスと壁の破損で２件確認されました。被災した町有物

件は、被害拡大防止を図るためにも早急に補修が必要であるため、現在、町内の専門業者

に見積り依頼をしており、確認ができ次第補修してまいります。 

　３件目は、「鮮魚取扱高」についてであります。 

　お手元に配付させていただきましたのは、２月２８日付の日報であります。 
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　主要魚種でみますと、ホッケは数量が半減しており、単価が１２０円ほど上がっていま

すが、金額は昨年同期の約６割となっております。マスについても数量で約３分の１、単

価も安く、４４０万円の減であります。スケソにつきましても現時点で数量が半減してお

り、金額も約１億４,０００万円の減で推移しております。スケソ漁はまだ続いておりま

すので期待したいと思います。タラはほぼ横ばいの数量ですが、単価が高かったことで

５,０００万円の増であります。カレイについても減少傾向であります。 

　ウニ漁は順調に操業できてきたため、単価もさることながら、昨年同期と比べ、全体で

１,７００万円の増であります。シーズン当初は、実入りが悪いと言われておりましたの

で心配しておりました。これからまだまだ漁期がありますので、良質なウニの出荷が続い

ていくことを祈っております。 

　全体的には、昨年同期と比べ約１億円の減であります。それぞれの魚種を見てもほとん

どが数量減となっております。昨年の秋サケの危機的な状況やイカやブリ、フグや昆布の

取扱いも含め、羅臼漁業協同組合とともに今後の対策を協議してまいります。 

　日に日に春に近づいてまいりますが、知床羅臼特有の春の嵐や突風に留意され、事故な

く大漁でありますことを祈念して、行政報告といたします。 

○議長（佐藤　晶君）　これで、行政報告は終わりました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５　議案第１９号　根室町村等公平委員会委員の選任につき 

同意を求めることについて 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第５　議案第１９号根室町村等公平委員会委員の選任につき

同意を求めることについて、議題といたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（湊屋　稔君）　議案書の６３ページをお願いいたします。 

　議案第１９号根室町村等公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて。 

　根室町村等公平委員会委員に次の者を選任したいので、地方公務員法第９条の２第２項

の規定に基づき、議会の同意を求めるものでございます。 

　氏名につきましては、本間英敏氏。 

　住所、北海道標津郡標津町南４条西２丁目１番２６号。 

　生年月日は、昭和３４年７月１８日生まれの６７歳でございます。 

　任期につきましては、令和８年４月１日から令和１２年３月３１日まででございます。 

　本間氏におかれましては、道都短期大学を卒業後、標津町役場にお勤めになられ、総務

課や企画課などを歴任され、教育委員会生涯学習課長をもって令和２年に退職され、その

後、再任用職員として御活躍されておりました。経験・識見共に兼ね備えており、適任で

ありますので、議会議員の皆様の同意をお願いいたします。 
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○議長（佐藤　晶君）　説明が終わりましたので、質疑を許します。 

　質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　これで、質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。 

　討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　討論なしと認めます。 

　これから、議案第１９号を採決します。 

　この採決は起立によって行います。 

　議案第１９号は、同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤　晶君）　起立総員です。 

　したがって、議案第１９号は同意することに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第６　諮問１号　人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める 

　　　　　　　　　　 ことについて 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第６　諮問第１号人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を

求めることについて、議題といたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（湊屋　稔君）　議案書の６４ページをお願いいたします。 

　諮問第１号人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めるものでございます。 

　下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項

の規定に基づき、議会の意見を求める。 

　氏名につきましては、中陳美鈴氏。 

　住所につきましては、目梨郡羅臼町富士見町１番地４。 

　生年月日、昭和３７年３月８日生まれの６４歳であります。 

　任期につきましては、令和８年７月１日から令和１１年６月３０日まででございます。 

　中陳氏におかれましては、昭和５５年に羅臼高等学校を卒業され、美容専門学校を経

て、美容室勤務の後、家事に従事されております。平成２３年より人権擁護委員を務めら

れており、現在まで御活躍いただいております。これまでの経験を生かしていただきた

く、人権擁護委員へ推薦いたしたいと思いますので、議員皆様の御賛同をお願いいたしま

す。 

○議長（佐藤　晶君）　説明が終わりましたので、質疑を許します。 
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　質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　これで、質疑を終わります。 

　これから、討論を行います。 

　討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　討論なしと認めます。 

　これから、諮問第１号を採決します。 

　この採決は起立によって行います。 

　諮問第１号は、お手元に配付した意見のとおり答申することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤　晶君）　起立総員です。 

　したがって、諮問第１号は、適任として答申することに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７　議案第３号　令和７年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第７　議案第３号令和７年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算

を審議いたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（湊屋　稔君）　議案書の１ページでございます。 

　議案第３号令和７年度目梨郡羅臼町一般会計補正につきましては、歳入歳出それぞれ

２,８１０万３,０００円を減額するものでございます。 

　議案第４号から議案第７号までは、それぞれ令和７年度の特別会計の補正予算でありま

して、歳入歳出予算の総額から減額するものでございます。 

　議案第１４号は、職員の旅費に関する条例制定であります。 

　議案第１５号、１６号は、介護保険条例及び中小企業振興資金融資条例の一部を改正す

るものでございます。 

　議案第１７号につきましては、羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画の策定について、

議会の議決をお願いするものでございます。 

　この後、副町長並びに担当課長より詳細の説明をいたしますので、御審議いただきます

ようお願い申し上げます。 

○議長（佐藤　晶君）　副町長。 

○副町長（川端達也君）　議案の１ページをお願いいたします。 

　議案第３号令和７年度目梨郡羅臼町一般会計補正。 



― 8 ―

　令和７年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

　第１条は、歳入歳出予算の補正であります。 

　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２,８１０万３,０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ６０億５,０８３万１,０００円とする。 

　２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、｢第１表　歳入歳出予算補正」による。 

　第２条は、繰越明許費の補正であります。 

　繰越明許費の追加は、｢第２表　繰越明許費補正」による。 

　第３条は、債務負担行為の補正であります。 

　債務負担行為の追加は、｢第３表　債務負担行為補正」による。 

　第４条は、地方債の補正であります。 

　地方債の変更は、「第４表　地方債補正」による。 

　２ページをお願いいたします。 

　第１表、歳入歳出予算補正。 

　歳入でございます。 

　１４款国庫支出金１４２万６,０００円を減額し、５億３,８０３万円。 

　２項国庫補助金１４２万６,０００円を減額し、３億７,４２７万９,０００円。 

　内訳につきましては、合併処理浄化槽設置補助金１８６万２,０００円が決算見込みに

よる減額。子宮頸がん検診健康管理システム改修に伴う補助金２３万４,０００円が追加

されますが、当初、道補助金で見込んでおりましたが、国庫補助金へ財源科目変更となり

ます。また、健康カルテシステムへの接種履歴を追加するための改修及び中間サーバへの

連携設定による交付額が確定されたことで、２０万２,０００円の追加となります。 

　１５款道支出金１６６万９,０００円を減額し、２億２,３８７万９,０００円。 

　１項道負担金２０万８,０００円を減額し、８,０２３万５,０００円。後期高齢者医療

基盤安定負担金の確定による減額であります。 

　２項道補助金９万３,０００円を追加し、１億１,４９０万８,０００円。 

　内訳につきましては、妊産婦安心出産支援事業補助金の制度改正により３２万７,００

０円の追加。また、財源科目の変更により２３万４,０００円が減額となりますが、先ほ

ど説明しましたとおり、国庫補助金へ同額の２３万４,０００円が追加となっておりま

す。 

　３項道委託金１５５万４,０００円を減額し、２,８７３万６,０００円。令和７年７月

２０日執行の第２７回参議院議員通常選挙の執行経費の確定によるものでございます。 

　１７款１項寄附金１００万円を追加し、８億１,６２９万円、企業版ふるさと納税寄附

金に１件の善意の御寄附を頂いたものでございます。 

　１９款１項繰越金２,４２０万８,０００円を減額し、１億３,４６１万９,０００円。歳

出の財源調整として、その財源を前年度繰越金に求めるものでございます。 
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　２１款１項町債１８０万円を減額し、２億４,８８０万円。町道舗装整備事業債が１０

万円の減額、町道側溝整備事業債が１７０万円の減額、いずれも事業費確定によるもので

ございます。 

　歳入合計２,８１０万３,０００円を減額し、６０億５,０８３万１,０００円となるもの

でございます。 

　３ページをお願いいたします。 

　歳出でございます。 

　１款１項議会費１１７万８,０００円を減額し、４,４８０万２,０００円。議員研修な

どの出張旅費につきまして、パック料金使用など経費削減に伴い、不用額が生じたもので

ございます。 

　２款総務費１,０２０万３,０００円を追加し、２０億３,１１４万９,０００円。 

　１項総務管理費１,３４９万１,０００円を追加し、１９億３,２９９万３,０００円。 

　内訳につきましては、企業版ふるさと納税として、１件１００万円の善意の御寄附を頂

きましたので、企業版ふるさと納税基金へ積み立てるものでございます。また、緑町デジ

タル中継局の故障に伴う復旧負担金として６７万８,０００円。阿寒バスの釧路羅臼線に

伴う市町負担金の確定により１,２８１万６,０００円がそれぞれ追加となります。 

　また、特定技能外国人などに伴う事業５９万２,０００円と、知床物産展４１万１,００

０円が、事業費確定による減額でございます。 

　２項徴税費１７３万４,０００円を減額し、４,３２７万１,０００円。市町村たばこ税

道交付金の確定によるものでございます。 

　４項選挙費１５５万４,０００円を減額し、１,９６３万２,０００円。歳入と同様であ

りますが、令和７年７月２０日執行の第２７回参議院議員通常選挙の経費が確定したこと

による減額でございます。 

　３款民生費３８２万２,０００円を追加し、６億５,０３４万１,０００円。 

　1項社会福祉費１５６万１,０００円を減額し、５億６０万５,０００円。 

　内訳につきましては、介護保険システム改修費や地域支援事業費などの確定により、介

護保険事業特別会計繰出金５６万８,０００円の減額。また、後期高齢者医療事業による

広域連合事務費負担金及び基盤安定負担金の交付額が確定したことにより、後期高齢者医

療事業特別会計繰出金９９万３,０００円を減額するものでございます。 

　２項児童福祉費５３８万３,０００円を追加し、１億４,９２３万８,０００円。 

　令和６年度子ども・子育て支援交付金及び子どものための教育・保育給付費交付金の確

定による返還金として２２１万９,０００円。また、ちゅうりっぷ保育園入園者が増加し

たことなどにより３１６万４,０００円がそれぞれ追加となります。 

　４款衛生費１,８３０万４,０００円を減額し、７億１,１８９万４,０００円。 

　１項保健衛生費１,１８２万８,０００円を減額し、３億１,２１１万２,０００円。 

　内容につきましては、子宮頸がんワクチン接種で１００万円の減額。高齢者新型コロナ
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ワクチン接種２７０万円の減額。町内河川の水質検査５１万７,０００円の減額。合併処

理浄化槽設置補助金６４２万６,０００円の減額でありますが、これらは事業費確定によ

るものでございます。 

　ゼロカーボンシティを推進するための地域おこし協力隊として２名の募集を行っており

ましたが、そのうち１名が年度途中での採用となり、残りの１名につきましては採用に至

らなかったことで６３３万円の減額であります。 

　また、令和６年度新型コロナワクチン接種に伴う補助金の確定により１３７万３,００

０円、未熟児養育医療費国庫負担金の確定により７万８,０００円がそれぞれ返還金とし

て追加。 

　へき地直営診療所運営費交付金の確定によりまして、国民健康保険診療所事業特別会計

への繰出金として３６９万４,０００円の追加となります。 

　２項保健師設置費３６万８,０００円を追加し、９１６万円。 

　内訳につきましては、妊産婦健康診査交通費に伴う補助金制度が改正されたことにより

３３万円の追加と、母子保健衛生費の国庫補助金が確定されたことにより３万８,０００

円が返還金として追加となります。 

　３項清掃費６８４万４,０００円を減額し、３億９,０６２万２,０００円。根室北部衛

生組合負担金２７４万４,０００円。一般廃棄物最終処分場負担金９４万６,０００円。根

室北部廃棄物処理広域連合負担金３１５万４,０００円が、それぞれ事業費の確定による

減額となります。 

　７款土木費１７５万３,０００円を減額し、２億２３８万円。 

　２項道路橋りょう費１７５万３,０００円を減額し、２億６０万４,０００円。 

　町道陸志別１号線舗装補修工事及び町道栄町２号線道路側溝改修工事などの事業費の確

定によるものでございます。 

　８款教育費２,０８９万３,０００円を減額し、５億４,２２２万６,０００円。 

　１項教育総務費１,６８２万８,０００円を減額し、１億２,０４０万５,０００円。 

　１校１園化に伴う送迎用の２９人乗りバス１台をリース計画でおりましたが、既存のバ

ス利用で対応可能となったことで１８１万６,０００円の減額。 

　また、教育用コンピューターＧＩＧＡ端末の更新事業の事業費確定により１,５０１万

２,０００円が減額となります。 

　３項中学校費３５４万８,０００円を減額し、２,９６３万円。学校司書の配置につきま

して、当初予算で計上しておりましたけれども、北海道が採用する事務加配で配置された

ことによる減額となります。 

　５項社会教育費５１万７,０００円を減額し、７,１５７万６,０００円。羅臼町の主産

業であります漁業に伴う漁労具の保存活用を図るための事業について、文化庁の助言を受

けながら進めておりましたが、調整に時間を要していることから来年度へ先送りするもの

でございます。 
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　歳出合計２,８１０万３,０００円を減額し、６０億５,０８３万１,０００円となるもの

でございます。 

　４ページをお願いいたします。 

　第２表、繰越明許費補正でございます。２件の追加があります。いずれも１月２２日に

開催されました第１回臨時議会で補正していただいた事業でございます。 

　１件目は、２款総務費１項総務管理費、事業名が生活応援商品券配布事業で４,２７２

万円であります。国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して実施する、全

町民へ１人当たり１万円の商品券を配布する事業でありますが、商品券の利用期限が９月

３０日までとなっていることから、翌年度へ繰越しするものでございます。 

　２件目は、３款民生費２項児童福祉費、事業名が物価高騰対応子育て応援給付金事業、

２６４万円であります。これにつきましても物価高騰対策の事業として国が進めている１

８歳以下の児童１人当たり２万円を支給する事業でありますが、こども家庭庁より、３月

の申請者に対しては、令和８年度予算で支給するよう通知があったことから、翌年度へ繰

越しするものでございます。 

　５ページをお願いいたします。 

　第３表、債務負担行為補正でございます。１件の追加であります。 

　老人福祉センター管理運営に関わる指定管理者に対する委託料であります。期間は令和

８年度から令和１０年度まででございます。限度額は３,３５０万円であります。３年間

の継続事業となりますので、債務負担行為補正をさせていただくものでございます。 

　６ページをお願いいたします。 

　第４表、地方債補正でございます。２件の変更がありますが、いずれも事業費の確定に

よる限度額の変更でございます。 

　１件目の起債の目的は、町道舗装整備事業債、緊急自然災害防止対策事業債、限度額

４,３００万円を４,２９０万円へ変更するものでございます。 

　２件目の起債の目的は、町道側溝整備事業債、緊急自然災害防止対策事業債で、限度額

１,９００万円を１,７３０万円に変更するものでございます。 

　なお、起債の方法、利率、償還の方法についての変更はございません。 

　以上でございますが、事項別明細書を別冊資料として配付させていただいておりますの

で、後ほど御参照いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

　以上でございます。 

○議長（佐藤　晶君）　提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を

許します。 

　質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　これで、質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 
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　　　◎日程第８　議案第４号　令和７年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別 

会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第８　議案第４号令和７年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業

特別会計補正予算を議題といたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　保健福祉課長。 

○保健福祉課長（本見泰敬君）　議案の７ページをお願いいたします。 

　議案第４号令和７年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算。 

　令和７年度目梨郡羅臼町の国民健康保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところに

よる。 

　第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３４０万８,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ９億３,９０３万円とする。 

　２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、｢第１表　歳入歳出予算補正」による。 

　８ページをお願いいたします。 

　第１表、歳入歳出予算補正。 

　歳入でございます。 

　３款道支出金３６９万４,０００円を減額し、５億８,１２４万７,０００円。 

　１項道補助金３６９万４,０００円を減額し、５億８,１２４万６,０００円。 

　内容は、令和７年度国民健康保険へき地直営診療所の運営費交付金の申請額が予算額よ

り下回ったため減額するものでございます。 

　５款繰入金２８万６,０００円を追加し、５,６６２万５,０００円。 

　２項基金繰入金２８万６,０００円を追加し、７７７万３,０００円。 

　内容は、令和６年度国民健康保険特定健診、保健指導国庫負担金及び道負担金の額の確

定による超過分返還の財源として追加するものでございます。 

　歳入合計３０４万８,０００円を減額し、９億３,９０３万円となるものでございます。　

９ページをお願いいたします。 

　歳出でございます。 

　７款諸支出金３０４万８,０００円を減額し、７,９９０万８,０００円。 

　１項償還金及び還付加算金２８万６,０００円を追加し、１１２万７,０００円。 

　内容は、令和６年度国民健康保険特定健診、保健指導国庫負担金及び道負担金が確定し

たことによる超過分を返還するものでございます。 

　２項繰出金３６９万４,０００円を減額し、７,８７８万円。 

　内容は、令和７年度国保へき地直営診療所運営費交付金の申請額が予算額を下回ったた
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め、減額するものでございます。 

　歳出合計３０４万８,０００円を減額し、９億３,９０３万円となるものでございます。 

　また、詳細につきましては、別冊資料、事項別明細書の２５ページから３０ページにか

けて掲載しておりますので、後ほどお目通しをお願いいたします。 

　なお、当該補正予算につきましては、去る２月２６日開催の令和８年第１回羅臼町の国

民健康保険事業の運営に関する協議会に諮問し、原案のとおり承認いただいておりますこ

とを御報告いたします。 

　以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤　晶君）　提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を

許します。 

　質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　これで、質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

　　　◎日程第９　議案第５号　令和７年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計 

補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第９　議案第５号令和７年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別

会計補正予算を議題といたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（七海隆之君）　議案の１０ページをお願いいたします。 

　議案第５号令和７年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算。 

　令和７年度目梨郡羅臼町の介護保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによ

る。 

　第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３０７万６,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ５億７２１万１,０００円とする。 

　２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、｢第１表　歳入歳出予算補正」による。 

　第２条は、債務負担行為の補正でございます。 

　債務負担行為の追加は、｢第２表　債務負担行為補正」による。 

　１１ページをお願いいたします。 

　第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

　説明の都合上、歳出から御説明いたします。 

　１２ページをお開き願います。 
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　歳出です。 

　１款総務費１項総務管理費から４６万８,０００円を追加で、内容は、令和７年度介護

報酬改定等に伴う介護保険システムの改修費でございます。 

　続いて、３款地域支援事業費２項包括的支援事業費から４１７万４,０００円の減でご

ざいます。 

　内容は、羅臼町地域包括支援センター職員の１名の未配置により、本費目で計上してい

る各事業、包括支援センター運営委託料、認知症対策事業委託料、医療介護連携推進事業

委託料のそれぞれの人件費及び研修費の案分の合計委託料として４１７万４,０００円を

減額するものでございます。 

　歳出合計３０７万６,０００円の減額補正となります。 

　１１ページにお戻り願います。 

　歳入でございます。 

　３款国庫支出金２項国庫補助金から１３７万４,０００円の減でございます。 

　内容は、歳出で減額した地域支援事業費に関わる公費負担分として、国庫補助金を減額

するものと、介護保険システム改修費補助金として国から補助金として２分の１分を追加

するものでございます。 

　続いて、５款道支出金２目道補助金から８０万３,０００円の減です。 

　内容は、歳出で減額した地域支援事業費に関わる公費負担分として道補助金を減額する

ものでございます。 

　７款繰入金１項他会計繰入金から５６万８,０００円の減でございます。 

　内容は、歳出で減額した地域支援事業に関わる一般会計繰入金、負担金を減額するもの

と介護保険システム改修に伴う国庫補助金２分の１分を差し引いた残りの一般会計繰入金

に求めるものとなってございます。 

　２項基金繰入金から９６万１,０００円の減でございます。 

　内容は、地域支援事業に関わる歳入の公費負担分及び一般会計繰入金から減額した残り

の分を基金繰入金から減額するものでございます。 

　歳入合計３０７万６,０００円の追加となります。 

　歳入歳出合計３０７万６,０００円を減額し、５億７２１万１,０００円とするものでご

ざいます。 

　なお、詳細につきましては、別冊資料の事項別明細書の３１ページから３６ページにな

りますので、後ほどお目通し願います。 

　次に、議案の１３ページをお願いいたします。 

　第２表、債務負担行為補正について御説明いたします。 

　地域包括支援センター運営に関わる委託料でございます。期間は令和８年度から令和１

０年度の３か年で、限度額は６,６８１万６,０００円でございます。 

　内容は、現在の羅臼町地域包括支援センターの委託期間が令和８年３月３１日で期間満
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了となることに伴い、今後、当該センターの運営における契約を締結し、令和８年４月１

日から令和１１年３月３１日の３年間の運営委託を予定してございます。 

　このことから、債務負担行為の期間は令和８年度から令和１０年度の３年間、限度額は

６,６８１万６,０００円でございます。 

　以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤　晶君）　提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を

許します。 

　質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　これで、質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

　　　◎日程第１０　議案第６号　令和７年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療事業 

特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第１０　議案第６号令和７年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算を議題といたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　保健福祉課長。 

○保健福祉課長（本見泰敬君）　議案の１４ページをお願いいたします。 

　議案第６号令和７年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療事業特別会計補正予算。 

　令和７年度目梨郡羅臼町の後期高齢者医療事業特別会計補正予算は、次に定めるところ

による。 

　第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９９万３,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ９,０１５万６,０００円とする。 

　２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、｢第１表　歳入歳出予算補正」による。 

　１５ページをお願いいたします。 

　第１表、歳入歳出予算補正。 

　歳入でございます。 

　３款繰入金１項他会計繰入金９９万３,０００円を減額し、２,０１７万３,０００円。 

　内容は、令和７年度広域連合事務費負担金の額の確定により、７１万５,０００円の減

と、令和７年度保険基盤安定負担金の額の確定により、２７万８,０００円の減で、計９

９万３,０００円の減額でございます。 

　歳入合計９９万３,０００円を減額し、９,０１５万６,０００円となるものでございま

す。 
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　１６ページをお願いいたします。 

　歳出でございます。 

　２款１項後期高齢者医療広域連合納付金９９万３,０００円を減額し、８,７６７万８,

０００円。 

　内容は、歳入でも御説明いたしましたが、令和７年度広域連合事務費負担金の額の確定

により、７１万５,０００円の減と、令和７年度保険基盤安定負担金の額の確定により、

２７万８,０００円の減で、計９９万３,０００円の減額でございます。 

　歳出合計９９万３,０００円を減額し、９,０１５万６,０００円となるものでございま

す。 

　なお、詳細につきましては、別冊資料、事項別明細書の３７ページから４２ページにか

けて掲載しておりますので、後ほどお目通しをお願いいたします。 

　以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤　晶君）　提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を

許します。 

　質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　これで、質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

　　　◎日程第１１　議案第７号　令和７年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所 

事業特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第１１　議案第７号令和７年度目梨郡羅臼町国民健康保険診

療所事業特別会計補正予算を議題といたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　保健福祉課長。 

○保健福祉課長（本見泰敬君）　議案の１７ページをお願いいたします。 

　議案第７号令和７年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算。 

　令和７年度目梨郡羅臼町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算は、次に定めると

ころによる。 

　第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、｢第１表　歳入歳出予算補正」による。 

　１８ページをお願いいたします。 

　第１表、歳入歳出予算補正。 

　歳入のみの補正でございます。 

　内容は、知床らうす国保診療所の診療状況により交付される特別調整交付金の額の変更
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により、一般会計繰入金及び国民健康保険事業特別会計繰入金において、財源内訳の調整

を図るもので、歳入歳出の合計に変更はございません。 

　また、詳細につきましては、別冊資料、事項別明細書の４３ページから４６ページにか

けて掲載しておりますので、後ほどお目通しをお願いいたします。 

　なお、当補正予算につきましては、去る２月２６日開催の第１回羅臼町の国民健康保険

事業の運営に関する協議会に諮問し、原案のとおり承認をいただいておりますことを御報

告いたします。 

　以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤　晶君）　提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を

許します。 

　質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　これで、質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

　　　◎日程第１２　議案第１４号　職員の旅費に関する条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第１２　議案第１４号職員の旅費に関する条例制定につい

て、議題といたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　総務課長。 

○総務課長（湊　慶介君）　議案の４６ページをお願いします。 

　議案第１４号職員の旅費に関する条例制定について。 

　職員の旅費に関する条例を別紙のとおり制定する。 

　４７ページをお願いします。 

　職員の旅費に関する条例。 

　職員の旅費に関する条例の全部を改正する。 

　初めに、提案理由になります。 

　令和６年５月に、国家公務員等の旅費に関する法律の一部を改正する法律による旅費制

度の見直しに併せ、国内外の経済社会情勢の変化に対応するとともに、事務負担軽減を図

るため、旅費の計算等に係る規定の簡素化及び支給対象の見直しを行い、法律の規定と整

合性を持たせつつ、地域の実情に合わせた基準を定めるため、本条例を全部改正するもの

であります。 

　条例の内容について御説明申し上げます。 

　初めに、第１条、条例の目的です。 

　この条例は、地方自治法第２０４条第３項の規定に基づき、公務のため旅行する職員に

対し支給する旅費に関し、諸般の基準を定め、公務の円滑なる運営に資するとともに、町
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費の適正な支出を図ることを目的とするものです。 

　第２条は、条例の定義です。 

　用語の意義を定めておりまして、出張、赴任、帰住、家族、遺族、旅行役務提供者の６

項目を定めております。 

　４８ページをお願いします。 

　第３条は、旅費の支給です。支給対象となる条件等を定めております。 

　第４条は、旅行命令等です。出張する際の手続などを定めております。 

　４９ページをお願いします。 

　第５条は、出張命令などに従わない旅行です。天災やその他やむを得ない事情等によ

り、出張命令期間等の変更に関する手続や、その場合の支給の範囲などを定めておりま

す。 

　第６条は、旅費の種目です。旅費の種目として、鉄道賃、船賃、航空賃、車賃、その他

の交通費、宿泊費、宿泊手当、包括宿泊費、転居費、着後滞在費及び家族移転費を定めて

おります。 

　５０ページをお願いします。 

　第７条は、旅費の計算です。出張先までの通常の経路や方法による旅費の計算を定めて

おります。 

　第８条は、旅費の請求手続です。概算払いや生産払いなど、請求手続について定めてお

ります。 

　５１ページをお願いします。 

　第９条から５２ページの第１３条は、種目のうち交通費ごとの詳細を定めております。 

　５３ページをお願いします。 

　第１４条は、宿泊費です。１泊当たりの上限や特別な事情がある場合などについて、規

則に委任することを定めております。 

　第１５条は、包括宿泊費です。交通費及び宿泊に対する一体の対価として支払われる費

用を定めております。 

　第１６条は、宿泊手当です。旅行に必要な諸雑費に充てる費用の額について、規則に委

任することを定めております。 

　第１７条は、着後滞在費です。赴任に伴う必要な滞在費用の額について定めておりま

す。 

　第１８条は、家族移転費です。赴任に伴い家族の移転に要する費用を定めております。 

　５４ページをお願いします。 

　第１９条は、外国旅行の旅費です。外国への出張時における旅費の取扱いについて定め

ております。 

　第２０条の退職者等の旅費及び第２１条の遺族の旅費は、出張時及び赴任先での退職ま

たは不慮の事故等に対し、本人、家族に対する帰任旅費について定めております。 
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　第２２条は、旅費の支給額の上限で、交通費や宿泊費等の上限を定めております。 

　第２３条の旅費の調整及び５５ページ第２４条の旅費の返納では、団体等からの支給が

あった場合や、本条例や規則の規定違反があった場合に旅費の支給額の調整や返納させる

ことができることを定めております。 

　第２５条は、委任で、この条例の定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項

は規則で定めることとしております。 

　附則として、第１条、施行期日、この条例は、令和８年４月１日より施行する。 

　第２条、経過措置。改正後の職員の旅費に関する条例の規定は、この条例の施行の日以

後に、新条例第２条第１号に規定する旅行命令権者が、新条例第４条第１項に規定する旅

行命令等を発する旅行について適用する。 

　２項、新条例第３条第２項の規定は、施行日以後に退職などとなった場合、または死亡

した場合について適用し、施行日前に退職などとなった場合、または死亡した場合につい

ては、なお従前の例による。 

　３項、新条例第３条第３項及び第６項の規定は、これらの項に規定するものが同条第１

項及び第２項の規定により、旅費の支給を受けることができる場合について適用し、改正

前の職員の旅費に関する条例第２条の規定により、旅費の支給を受けることができる場合

については、なお従前の例による。 

　第３条から第７条までは、関連条例の一部改正になります。 

　第３条は、羅臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例の一部改正。 

　第４条は、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正。 

　第５条は、羅臼町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正。 

　第６条は、羅臼町固定資産評価審査委員会条例の一部改正。 

　第７条は、羅臼町生涯学習推進アドバイザー設置に関する条例の一部改正。 

　いずれの改正も、条文中の職員の旅費に関する条例（令和●年条例第●号）に改めるも

のであります。 

　なお、黒丸部分には、いずれも同一年、同一番号が表記されるものであります。 

　また、本条例につきましては、別冊の参考資料の５７ページ、資料２０に条例の概要

を、参考資料５９ページ、資料２１に職員の旅費に関する条例の附則による一部改正条例

新旧対照表を掲載しておりますので、後ほどお目通し願います。 

　以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤　晶君）　提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を

許します。 

　質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　これで、質疑を終わります。 

　ここで、１１時１０分まで休憩いたします。１０分より再開いたします。 
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午前１０時５６分　休憩 

────────────── 

午前１１時１０分　再開 

○議長（佐藤　晶君）　再開します。休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

　　　◎日程第１３　議案第１５号　羅臼町介護保険条例の一部を改正する条例 

制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第１３　議案第１５号羅臼町介護保険条例の一部を改正する

条例制定について、議題といたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（七海隆之君）　議案の５７ページをお願いします。 

　議案第１５号羅臼町介護保険条例の一部を改正する条例制定について。 

　羅臼町介護保険条例（平成１２年条例第２７号）の一部を改正する条例を別紙のとおり

制定する。 

　改正理由及び改正内容は、国の令和７年度税制改正、給与所得控除引上げに関わる介護

保険法改正の影響により、令和８年度介護保険料段階が意図せず上がってしまったものに

ついて、当該者の保険料を令和７年度の保険料段階まで減免することができるもの、ま

た、本人の個別申請によらず、介護保険システムでの一括対応を可能とする改正となって

ございます。 

　また、この一部改正は、令和８年度のみの措置となっているため、附則に条文を加える

ものでございます。 

　議案の５８ページをお願いいたします。 

　羅臼町介護保険条例の一部を改正する条例。 

　羅臼町介護保険条例（平成１２年条例第２７号）の一部を次のように改正する。 

　附則に次の１条を加える。令和８年度における前年度非課税者に関わる保険料の減免。 

　第８条１項でございます。 

　第１号被保険者またはその属する世帯の世帯主及び全ての世帯員のうち、令和７年度及

び令和８年度の各年度分の地方税法の規定による市町村民税が課されていないもので、令

附則第２５条の規定により令和８年度分の同法の規定による市町村民税が課されていない

ものとみなされることとなるもの（令和７年度分の同法の規定による市町村民税が課され

ていないことを羅臼町が保有する情報で確認することができる者に限る。以下「みなし課

税者」という。）がいる場合であって、そのみなされることにより、当該第１号被保険者

の令和８年度分の保険料に関わる保険料段階（第２条第１項各号に掲げる区分をいう。以

下同じ。）が、当該みなし課税者に令附則第２５条の規定の適用がないものとした場合に
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決定されるべき当該第１号被保険者の令和８年度分の保険料に関わる保険料段階（次項に

おいて「令附則第２５条非適用保険料段階」という。）よりも保険料の高い保険料段階に

決定されるときは、当該第１号被保険者の令和８年度分の保険料を減免する。 

　第２項でございます。 

　前項の規定による減免後の令和８年度分の保険料の額は、令附則第２５条、非適用保険

料段階の保険料率により算定した保険料の額とする。 

　３項でございます。 

　第１項の規定による保険料の減免については、保険料の納付義務者の申請を要しない。 

　附則、この条例は、令和８年４月１日から施行する。 

　なお、参考資料の６１ページの資料２２に、羅臼町介護保険条例の一部を改正する条例

の概要、６２ページの資料２３に、羅臼町介護保険条例新旧対照表を添付しておりますの

で、後ほどお目通し願います。 

　以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤　晶君）　提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を

許します。 

　質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　これで質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

　　　◎日程第１４　議案第１６号　羅臼町中小企業振興資金融資条例の一部を 

改正する条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第１４　議案第１６号羅臼町中小企業振興資金融資条例の一

部を改正する条例制定について、議題といたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（伊藤芳征君）　議案の５９ページをお願いいたします。 

　議案第１６号羅臼町中小企業振興資金融資条例の一部を改正する条例制定について。 

　羅臼町中小企業振興資金融資条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

　６０ページをお願いいたします。 

　羅臼町中小企業振興資金融資条例の一部を改正する条例。 

　改正理由でございます。 

　本町の中小企業を取り巻く経営環境は、基幹産業であります漁業の不振や人口減少に伴

う人手不足、さらには原材料費や人件費の高騰などにより、年々厳しさを増しておりま

す。 

　こうした状況の中、事業の継続や設備投資に必要な資金の確保が一層困難となることが
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見込まれることから、町内事業者の経営安定と持続的な事業運営を支援するため、本改正

で貸付限度額の引上げや償還条件の見直しを行い、制度の利便性向上を図るものでありま

す。 

　改正条文でございます。 

　羅臼町中小企業振興資金融資条例の一部を次のように改正する。 

　第５条各号列記以外の部分中「１,５００万円」を「２,５００万円」に改め、同条第１

号（イ）中「１,５００万円以内」を「２,０００万円以内」に改め、同条２号（ア）中

「１,０００万円以内　５年以内」を「７年以内」に改め、「１,０００万円超　７年以

内」を削り、同号（イ）中「７年以内」を「１０年以内」に改める。 

　附則として、この条例は、令和８年４月１日から施行する。 

　改正内容でございます。 

　参考資料６３ページの資料２４、本改正の新旧対照表を御覧ください。 

　本改正は、第５条、貸付上限の改正となります。 

　最初に、第１項本文中の貸付限度額を改正前の合計額「１,５００万円」から「２,５０

０万円」に引上げております。 

　次に、第１号、貸付金額の（イ）設備資金の貸付限度額を「１,５００万円」から「２,

０００万円」に引上げております。 

　次に、第２号の貸付金の償還の（ア）運転資金の償還期間ですが、改正前は、貸付金

１,０００万円以内の場合が５年以内、１,０００万円を超える場合は７年以内としている

ところ、金額によらず一律７年以内としております。 

　最後に、(イ）設備資金の償還期間につきましては、７年以内としていたものを１０年

以内に拡大しております。 

　以上となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤　晶君）　提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を

許します。 

　質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　これで質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

　　　◎日程第１５　議案第１７号　羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画の策定 

について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第１５　議案第１７号羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画

の策定について、議題といたします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　企画財政課長。 
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○企画財政課長（鹿又明仁君）　議案の６１ページをお願いいたします。 

　議案第１７号羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画の策定について。 

　羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画を別紙のとおり定めるため、過疎地域の持続的発

展の支援に関する特別措置法第８条第１項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

　本計画書につきましては、施策分野ごとの現状分析や事業内容等を含めました構成と

なっておりまして、ページ数も多岐にわたりますことから、内容につきましては、計画全

体の要点を整理いたしました参考資料にて御説明いたしますので、お手元に配付の別冊参

考資料６４ページの資料２５、羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画の概要をお開き願い

ます。 

　本計画は、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づきまして策定するも

ので、現行であります令和３年度から令和７年度までの計画期間が終了いたしますことか

ら、過疎対策を切れ目なく継続するため、新たに令和８年度から令和１２年度までの５か

年計画として更新するものでございます。 

　本計画では、人口減少及び高齢化が進行いたします当町におきまして、地域の実情を踏

まえ、住民生活の安定、地域経済の活性化など、地域の持続的発展を図ることを目的とし

ているものでございます。 

　また、本計画を策定することにより、計画に位置づけております各事業の過疎対策事業

債等の有利な財政措置の活用が可能となるものでございます。 

　この過疎対策事業債の活用効果といたしましては、充当率が高く設定されていること。

また、元利償還金の一部に交付税措置が講じられることなど、実質的な財政負担の軽減が

図られ、必要な事業を計画的かつ安定的に実施することが可能となるものでございます。 

　計画の構成につきましては、北海道が定めます作成要領に基づきまして、１の基本的な

事項から１３、その他地域の持続的発展に関し必要な事項までを体系的に整理しているも

のでございます。 

　１の基本的な事項では、当町の概況、人口及び産業の動向、行財政の状況、持続的発展

に向けた基本的方針及び目標など、計画全体の基礎的事項を整理しているものでございま

す。 

　また、２の移住・定住、地域間交流の促進、人材育成以降の各施策分野ごとにおきまし

ては、現況と問題点、そしてその対策、計画事業、公共施設等総合管理計画との整合を基

本といたしまして、分野ごとの課題と対応策を明確化しているものでございます。 

　具体的には、産業振興、情報化の推進、交通基盤の確保、生活環境の整備、子育て、福

祉、医療、教育の充実、集落対策、地域文化の振興、再生可能エネルギーの活用など、当

町の持続的発展に必要な施策を幅広く位置づけているものでございます。 

　本計画は、羅臼町第８期総合計画及び第３期総合戦略を基本といたしまして、北海道及

び各関係計画との整合性を図りながら作成したものでございます。 
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　なお、北海道との協議につきましては、令和８年２月５日に終了し、同意をいただいて

いるところでございます。 

　以上の趣旨を御理解の上、御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐藤　晶君）　提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を

許します。 

　質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤　晶君）　これで質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１６　町長・教育長行政執行方針 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　日程第１６　行政執行方針、教育行政執行方針の説明を求めま

す。 

　最初に、令和８年度行政執行方針の説明を求めます。 

　町長。 

○町長（湊屋　稔君）　令和８年第１回羅臼町定例会の開催に際し、令和８年度予算案及

びその他の諸議案の御審議をお願いするに当たり、町政を執行する所信の一端を述べ、議

員各位並びに町民皆様に対し、さらなる御理解と御協力をお願い申し上げるものでありま

す。 

　令和７年度は、知床が世界自然遺産に登録され２０年目の節目に当たる年でありまし

た。思い起こせば２０年前、ここ知床は世界に類を見ない太古の自然と生態系が残ってお

り、その大自然こそ後世に残していくものとされました。 

　羅臼町は、これまでの長い歴史の中で、先人たちは資源保護と増大のために様々な経験

と技術と努力を重ね、自然の恵みや恩恵を受け、漁業を中心としたまちづくりを進め、繁

栄してまいりました。 

　しかしながらここ数年は、私たちの自然保護や資源管理が追いつかないほどの環境変化

に見舞われ、世界的な温暖化による海水温の上昇に伴う魚種の変換や資源の枯渇が進み、

今や羅臼町の漁業が過去最大の危機に直面していると言っても過言ではありません。 

　基幹産業である漁業のこれ以上の衰退は、様々な分野に打撃を与え、人手不足や人口減

少、さらにはこれからの町政運営にも大きな影響を及ぼすことになります。 

　私自身も現在の状況はこれまでになく危惧しており、深く考えるとき、恐怖すら覚える

こともあります。とはいえ、これまでも羅臼町の皆様は、幾多の逆境にも経験と英知を結

集し、知床羅臼の魂を発揮し、乗り越えてまいりました。 

　令和８年度は、羅臼町のあらゆる業態がつながり合う「共創」をテーマに、漁業・水産

業のみならず、経済界、観光業界、そして町民の皆様と未来ある対話を基盤とした透明性

と実効性のある組織をつくり、持続可能な羅臼町を目指してまいります。 
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　今年は、私に与えられた任期４年間の最終年度になります。現役世代の私たちは、次代

を担う若者や子どもたちに夢ある町を残していく責務があります。 

　町民一人ひとりが「羅臼町に生まれてよかった。羅臼町に住んで良かった」と誇ること

のできる町を目指し、職員とともに不退転の決意まちづくりに挑んでいくことをお約束い

たします。 

　まちづくりの基本姿勢につきましては、先ほどお話しした羅臼町を根本から揺るがしか

ねない状況を打破するための基幹産業の再生に向け、実効性のある組織を立ち上げ、真剣

に将来の水産業について議論していくことが必須であると思います。 

　まだ間に合います。魚の城下町を取り戻しましょう。 

　各分野での人手不足や人材の確保は、本当に厳しい状況にあります。これまで、羅臼町

職員確保のために行ってきた様々なリクルート活動が、少しずつですが、攻略法が見受け

られるようになってきましたので、今後は、それぞれの業界とともに、オール羅臼での取

組に移行していきます。 

　羅臼町に興味を持っている相手方にも選択肢が増えることにつながり、移住定住事業と

も連携していけるものと考えます。 

　一方で、羅臼町に魅力的な仕事や起業のチャンスがなければいけませんので、令和７年

度より行っております新規起業や新分野に進出する個人や事業者への支援のさらなる充実

を検討し、町内外からの移住促進を進め町内の活性化を目指してまいります。 

　移住定住の決断をする上で、重要な住環境の整備や子育て支援、医療・福祉の充実につ

いても引き続き、しっかりと行ってまいります。 

　町民が安心して暮らせるよう防災減災対策についても、ヒグマなどの鳥獣対策ととも

に、安全安心な生活環境の構築に努めてまいります。 

　２年間行ってまいりました地域公共交通の実証実験は、積み重ねたデータや利用者から

の御意見をもとに、本格的な運行を目指してまいります。地域公共交通は今後、観光面で

の利用ともリンクしていくものと思いますので、専門家の意見も取入れ、進めてまいりま

す。 

　令和７年度に世界水準の観光地域づくりの計画の予算を可決いただいており、計画の方

向性が示されてきておりますので、未来の羅臼町の姿をできる限りイメージしやすく、分

かりやすいものをなるべく早期に御提案させていただきます。 

　また、羅臼漁港を中心とした「海業」の推進とも並行してでき得るところから形にして

いきたいと考えております。 

　その中には、議会より御要望のありましたトイレの設置の問題についても重要課題とし

て検討してまいります。 

　１校１園化に伴い、空き施設となります春松小学校・幼稚園の活用につきましては、十

分な意見の集約の後、令和８年度のなるべく早い時期に方向性を示した上、決定したいと

思っております。 
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　その上で、春松小学校・幼稚園の利用と道の駅周辺の再開発が共にそれぞれの地区がに

ぎわいの中心拠点となることを目指してまいります。 

　この後、まちづくりの基本方向を述べさせていただきますが、基幹産業である漁業への

対策や、商工業、観光業、医療・福祉、行政が行う様々なサービスや取組は、社会情勢を

みても非常に厳しい状況にありますが、令和８年度は、未来ある羅臼町のためにこの難局

を乗り越えるためのスタートの年になることを願っております。 

　初めに、｢地域資源を生かした活力ある産業のまち」についてであります。 

　羅臼町の基幹産業である漁業につきましては、多くの魚種で水揚げが昨年度を下回り、

特に主要魚種である秋サケにおいては、かつて経験したことのないほどの不漁に見舞わ

れ、この状況があと数年続けば、多くの事業者が操業を継続できない事態となることも想

定されております。 

　さらには、漁業不振は温暖化による海水温の上昇が主な要因で近年はフグが豊漁となる

など魚種変換が進んでおりますが、製品化に向けた生産設備が整備されていないため、収

入増にはうまくつなげられておりません。 

　現在、羅臼町が置かれている状況は、水産業のみならず全産業を覆いつくすほどの危機

的な状況の中にあります。この未曾有の難局を乗り越えるため、主要経済団体が一丸とな

り、各業界で持つ情報を一極に集中させ、付加価値向上のための取組を積極的に進めてま

いります。 

　また、漁業生産活動の拠点となります漁港整備につきましても、｢海業」の推進地区に

認定されておりますので、羅臼漁港を中心に、大型クルーズ船の着岸を可能とする防波堤

の強化や懸案事項であったトイレの問題や観光利用との両立を含めた多目的漁港を目指す

ための未来創造図を作成いたします。 

　漁業者が安心して操業するために訴えてきました「知床半島携帯電話不感地域解消」に

向けた対応につきましては、漁業者のほかに、観光船や釣り船など、携帯電話不感地帯で

操業する事業者全体に衛星通信サービス「スターリンクミニ」を搭載し、１年をかけて有

効性について実証実験を行うこととしております。 

　農業につきましては、１０年後の経営や地域の集約化などを目的に策定された「地域計

画」を基に、安定経営に努めるとともに、将来的に心配される後継者不足解消に向けて、

北海道や農業協同組合と連携し、新規就農希望者の受入体制の強化を目指してまいりま

す。 

　観光につきましては、世界自然遺産・知床を有する観光地として、国内外から来訪者が

年々増加しておりますが、一方で宿泊施設や飲食店、ガイドなどの人材不足など、外国人

を含めた観光客の受入体制の充実が重要な課題となっております。 

　このため、専門的知識を有した地域活性化企業人や地域おこし協力隊の活用など、必要

な人材確保や観光拠点における受入環境の整備を進め、来訪される観光客が安全・安心に

滞在できる体制づくりに取り組むとともに、地域資源を生かした観光の充実や地場産品の
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魅力について、ＳＮＳやデジタルサイネージ等を通じて発信することで観光消費の拡大を

図り、地域内での経済循環を促進することで、地域経済の活性化につなげてまいります。 

　また、道の駅周辺を含む市街地の活性化に向け、これまで「未来創造会議」にて議論し

てきた内容を踏まえ、令和７年度に公募型プロポーザルを実施し、４社の共同事業体を

パートナー事業者として選定しています。 

　今後、まちづくり会社などの設立と、道の駅周辺の再開発、空き番屋の観光活用、アク

ティビティの提供、二次交通提供などの実現を目指し、引き続き官民連携による事業を進

めていくとともに、計画がまとまった段階でお示ししてまいります。 

　商工業につきましては、町内の事業者数が減少傾向にあり、特に小規模事業者では経営

者の高齢化が顕著で後継者を確保できないまま廃業を選択せざるを得ないケースが増えて

おります。 

　また、若年層の町外流出が続く中で、起業の担い手そのものが限られており、資金面の

不安などから起業に踏みとどまるなど、事業者の減少を補うほどの新規起業が生まれてい

ないことも大きな要因と考えられることから、新規起業や新分野への進出に挑戦する事業

者を後押しするために、引き続き羅臼町起業支援補助金の活用を推進するとともに、商工

会や金融機関などの関係機関と連携を図り、起業を検討されている事業者などの情報を共

有しながら、個々のケースに合わせた支援を一体的に行うなど、きめ細やかな支援を進

め、地域経済の活性化と雇用の創出につなげてまいります。 

　ふるさと納税の返礼品の大部分は、当町の水産物が占めていることから、その多くが水

揚げ量に大きく左右される構造となっており、結果としてふるさと納税全体の寄附額も影

響を受けやすい状況にあります。 

　そういった中、安定的な寄附額の確保を図るため、返礼品の高付加価値化や水揚げに左

右されない体験型返礼品の開発等を進めるとともに、参加事業者に向け説明会や個別支援

を通じて参画事業者の拡大を図ってまいります。 

　併せて、ふるさと納税ポータルサイトやＳＮＳを活用し、返礼品の魅力や活用方法など

写真や動画により分かりやすく情報発信を行うことで、認知度の向上を図り、寄附者の満

足度向上とリピーターの確保に取り組んでまいります。 

　人口減少と人手不足は、当町において産業の持続性や地域経済、さらには住民サービス

の維持にも直結する、避けて通ることのできない重要な課題となっております。 

　特に、生産年齢人口の減少は、基幹産業をはじめとした各分野において深刻な影響を及

ぼしており、従来の取組だけでは対応が厳しい状況にあります。 

　このため、移住・定住促進や関係人口の創出に加え、地域おこし協力隊等の外部人材の

活用、雇用環境や働き方改善、中でも季節性の高い産業構造を踏まえ、複数産業を横断し

た就労機会の創出や事業者と求職者を結ぶマッチングの仕組みについて検討を進め、通年

雇用の確保に向けた可能性を探ってまいります。 

　また、漁業・水産加工業をはじめとする基幹産業や関連分野における人材確保の一環と
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して、外国人労働者の受入れが急速に進んでおりますので外国人労働者が充実した生活を

送られるよう地域交流などの取組を進めてまいります。 

　次に、｢一人ひとりが心穏やかに過ごせるまち」についてであります。 

　町民の健康寿命の延伸のためには、医療機関とも連携し、疾病の予防から重症化予防、

そして健康づくりまで一貫した取組が重要です。今後も生活習慣の改善を柱としたきめ細

かな保健事業を展開し、特に町の健康課題である高血圧症対策に向けた取組を重点的に推

進してまいります。 

　物価高騰、慢性的な人材不足により、医療職・介護職現場は、厳しい運営を強いられて

おります。これらの課題解決に向けて、修学資金助成金や補助金などの各種制度を継続す

るとともに、引き続き、「羅臼町介護人材確保・離職防止支援事業補助金」を有効に活用

していただき、各事業所に対して、運営基盤を安定させ経営危機に陥らないために継続的

な支援及び緊密な連携を図ってまいります。 

　国民健康保険、後期高齢者医療保険の安定した運営を図るためには町民皆様が健康でい

ることが重要であり、そのためには定期的な健康診断により自分自身の健康管理をしっか

りと行っていただくことが大切ですので健診受診率の向上につながるよう積極的な受診勧

奨に努めるとともに、診療所や健診機関とも連携し重症化予防対策を実施するなど、医療

費の適正化が図られるよう引き続き取り組んでまいります。 

　知床らうす国民健康保険診療所につきましては、社会福祉医療法人、幸仁会への指定管

理による運営をお願いしてから１５年目を迎え、本年度が３期目の最終年度となります。 

　この間の安定した地域医療に御尽力いただいていることに心から感謝を申し上げるとと

もに、今後も引き続き救急医療体制及び入院病床１４床の確保など、羅臼町の医療を守る

ための体制を継続できるよう、第４期の指定管理に向けて協議を進めてまいりたいと考え

ております。 

　子育て支援につきましては、安心して子どもを産み育てる環境づくりを進めるため、

「第３期羅臼町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、母子保健や子育ての身近な相談

支援、経済的支援、保育体制等の充実を図ってまいります。 

　また、子育てにかかる経済的な負担軽減を図るため、「５０万円の出産祝金の支給」、

「紙おむつ廃棄のためのごみ袋の支給」、「高校生までの医療費の無償化」など、安心し

て子育てができるよう、引き続き子育て支援の充実に取り組んでまいります。 

　さらには、現在、羅臼幼稚園となっている施設の有効活用として、「子ども発達支援セ

ンター」、「子育て支援センター」、「放課後児童クラブ」を一つの施設にまとめた子育

て支援の拠点設備とするため、円滑に移行できるよう本年度より準備を進めてまいりま

す。 

　児童虐待防止の推進につきましては、未来を担う児童の健やかな成長を推進するため、

児童福祉関連資格や研修を受けた職員を配置して専門性を高めるとともに、引き続き、児

童相談所をはじめとする関係機関と連携し児童虐待の未然防止に努めてまいります。 
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　「こども家庭センター」は、２０２２年の児童福祉法改正に基づき、２０２４年４月か

ら全国の市区町村で設置が努力義務化されました。これを踏まえ、当町においても、「こ

ども家庭センター」を設置いたします。従来の母子保健機能と児童福祉及び虐待対応を担

う機能を一体化させ、妊娠期から出産、子育ての各段階におけるあらゆる相談にワンス

トップで対応し、個別の相談に応じた「サポートプラン」を作成・実行することで、家庭

の孤立を防ぎ、子どもの権利を擁護する相談支援体制を構築して、運営を図ってまいりま

す。 

　障がい者福祉につきましては、障がい者計画の基本理念である「障がいのある人もない

人も共にいきいきと輝き、安心して暮らせるまちづくり」の実現を目指し、障がい者福祉

サービスの充実を図るとともに、関係機関と連携して福祉就労の確保・拡大、地域活動な

ど社会参加のための基盤づくりに取り組み、自立したライフステージを送られるよう、障

がい者の相談支援体制の充実を図ってまいります。 

　ただいま述べましたとおり、医療・保健・福祉・介護の地域福祉向上に資する各事業を

推し進めながら、「一人ひとりが心健やかに過ごせるまち」の実現に向けて取り組んでま

いります。 

　次に、｢人と自然が共生し、安全安心に暮らせるまち」についてであります。 

　昨年度は、世界自然遺産２０周年の節目の年であり、環境省、林野庁、北海道、斜里町

と連携した記念事業やアウトドア事業者と連携した事業を開催し、知床の自然環境保全と

利用マナーなどを知る機会を提供することや世界自然遺産のＰＲを進めてまいりました。 

　今後も記念事業の充実を契機とし、一層の連携が図られております知床財団や斜里町、

アウトドアブランドとの連携により、知床の自然環境維持への取組を官民一体で進めてま

いります。 

　昨年は、全国的に熊による人身被害が過去最悪のペースで発生し、住民の生命・安全を

脅かす異常事態となっている中、当知床地域においても、８月１４日に羅臼岳登山者がヒ

グマに襲われ亡くなられており、このことは地元自治体として重く受け止めているところ

であり、このたびの熊被害を踏まえて政府の関係閣僚会議で決定されたクマ被害対策パッ

ケージを有効活用し、安全・安心の確保に努めてまいりますので、町民の皆様におかれま

しても、熊を近寄らせないための対策を講じるなど、御協力をお願いいたします。 

　当町のゼロカーボンの推進につきましては、地熱を活用したバイナリー発電と熱水利用

を軸とした羅臼町ゼロカーボンシティを進めており、令和８年度は、パートナー事業との

連携により、バイナリー発電設備導入に係る具体的調査と市街地区への温泉や熱資源の供

給をさらに強化していくための取組を推進、また温泉や熱資源の有効活用に向けた検討な

どを進めていきます。 

　地域公共交通につきましては、昨年度「羅臼町地域公共交通計画」を策定いたしました

ので、計画にのっとり各事業を進めてまいります。 

　コミュニティワゴンによる実証社会実験については利用者が増加してきましたので、民
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間事業者による運行を目指しながら新たな取組を進めてまいります。 

　水道水につきましては、今後の事業運営の方向性や具体的な取組などを示す中長期計画

となります「羅臼町水道ビジョン」に基づき、老朽化した施設の更新など、必要とされる

事業を展開し、安全・安心な水道水の供給に努めてまいります。 

　防災につきましては、昨年政府の地震調査委員会が、３０年以内の根室沖でのマグニ

チュード７.８から８.５程度の「日本海溝・千島海溝地震」発生確率が９０％に引き上げ

られました。 

　昨年７月には当町においても津波警報が発令されるなど、災害対応の強化が必要であり

ます。その対策の一つとして、避難所の迅速な対応を図るため、備蓄品の更新と適切な管

理、そして町内会や施設管理者との連携を強化いたします。 

　令和８年度は、防災訓練の見直しをし、津波を想定した関係機関との実動訓練や町民の

防災意識の高揚を目的とした防災セミナーを実施するなど、防災・減災対策の取組を進め

てまいります。災害は、いつ起こるか分かりません。いざというときのために日頃からの

心構えと備えをしていただくように、町民には継続して働きかけてまいります。 

　次に、｢豊かな心を育み、明日へとはばたくまち」についてであります。 

　羅臼町立幼稚園と羅臼小学校をそれぞれ統合し、本年４月、新たに「羅臼町立知床未来

幼稚園」と「羅臼町立知床未来小学校」を開設することとなりました。 

　令和９年度には、幼稚園を併設した「施設一体型幼小連携校」として再編し、これまで

以上に校種間連携の充実を図るとともに、子どもたちの成長につながる学校づくりを教育

委員会とともに推進してまいります。 

　羅臼高等学校につきましては、令和９年度からの全国公募に向けた受入環境の整備やＰ

Ｒ活動を進めるとともに、高校やＰＴＡの皆様が考えた「生徒や保護者から選ばれる魅力

ある高校づくりの取組」など、引き続き全国公募と魅力ある高校支援に取り組んでまいり

ます。 

　社会教育につきましては、「第９次羅臼町社会教育中期計画」を引き続き推進し、各種

事業を展開するとともに、継続実施に向けて関係団体と連携を図りながら、まちづくりへ

の参画意欲向上に努めてまいります。 

　最後に、｢持続的な行財政運営ができるまち」についてであります。 

　近年、デジタル技術が急速に進化し、国内でも大きな課題となっている人手不足の解消

としてＡＩの活用や迅速な情報収集と情報発信など、デジタル社会に対応した行政運営が

求められています。 

　当町においても令和７年度から外部企業の支援を受けながら、現在、策定中の「羅臼町

ＤＸ推進計画」を基に、まずは行政分野において窓口ＤＸや電子決裁の試験導入を行うな

ど、業務や行政手続の簡素化を図ります。 

　今後も外部人材を登用し、防災、医療・救急、産業分野などでのＤＸの活用を推進し、

持続可能な行政運営を進めてまいります。 
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　歳入の確保につきましては、基幹産業である漁業の不漁により、収入が不安定な状況で

あるとともに、物価高騰の影響により生活への負担が大きく、税収入の確保が厳しい状況

です。納期内完納の啓発など、納税意識の向上を図り、税収確保に努めるとともに、滞納

者については、釧路・根室広域地方税滞納整理機構や北海道とも連携しながら、税法に

のっとった適正な処分を進めてまいります。 

　また、町有財産の適正管理に努めるとともに、未利用財産の売却を進めるなど、財源の

確保にも努めてまいります。 

　歳出の適正化につきましては、将来世代への負担に十分配慮しつつ、歳出の在り方を継

続的に検証し、事業の選択と集中を一層徹底してまいります。 

　そのため、既存事業の必要性や効果を精査し、時代や社会情勢の変化に即した見直しを

進めるとともに、限られた財源を有効に活用した健全な財政運営に取り組んでまいりま

す。 

　併せて、公共施設の長寿命化や維持管理の見直しを進めることにより、中長期的な財政

負担の軽減と歳出全体の適正化を図り、持続可能な財政基盤の確立に努めてまいります。 

　特別会計につきましても、一般会計との役割分担や財政状況を的確に見極め、収支構造

の改善や事業運営の効率化を一層進めてまいります。その上で、受益と負担の適正化を進

め、将来世代への過度な負担を残さないよう、計画的かつ安定的な特別会計運営に努めて

まいります。 

　以上、令和８年度の町政を執行するに当たっての所信の一端を述べさせていただきまし

た。 

　社会環境が著しく変化し、社会全体が大きな変革期を迎えておりますが、このような時

代だからこそ一歩先の未来を見据え、ありとあらゆる可能性を模索し、町民の皆様が期待

や希望を持つことのできる「確かな未来へ」とつながる１年とします。 

　「暮らしの安全と安心」、「教育の充実」、「産業の持続と成長」、「自然再興」に向

けて町が抱える課題に正面から向き合い、行政だけでは解決できない課題を多様なパート

ナーとの協働により解決していかなければなりません。 

　そのため、未来を見据え推進してきたＳＤＧｓステートメントやＥＳＤの実践、ゼロ

カーボンシティ宣言などを統合的にまとめ、次代のまちづくりの基盤構築と知床・らうす

未来想像図の実現を目指すべく、｢羅臼町ネイチャーポジティブ宣言」をさせていただき

ます。 

　羅臼町の明るい未来に向かって全身全霊をささげて取り組んでまいりますので、町民の

皆様並びに議員各位の格別なる御理解と御協力をお願い申し上げ令和８年度の行政執行方

針とさせていただきます。 

　引き続き、本日、宣言をさせていただきます「羅臼町ネイチャーポジティブ宣言」につ

いて読み上げさせていただきます。 

　羅臼町ネイチャーポジティブ宣言。 
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　～世界自然遺産・国立公園の価値を未来へつなぐまちとして～ 

　羅臼町は、流氷の海から知床連山へと続く海・川・森のつながりの中で、自然とともに

歩んできました。 

　流氷がもたらす豊かな海、サケ・マスが遡上する川、そして、それらを育む森は、町民

の暮らしや産業、文化、誇りの源として世代を超えて受け継がれています。 

　本町は、知床国立公園を有し、世界自然遺産「知床」の一部を構成する自治体として、

人と自然の共存と、自然環境の保全・持続的利用に責任を持って向き合ってきました。 

　また、羅臼町民憲章及び知床憲章の理念のもと、自然の恵みに感謝し、守り、生かし、

次の世代へ引き継ぐことを大切にしています。 

　これまで本町は、知床羅臼ＳＤＧｓステートメントの策定、ＥＳＤの実践、ゼロカーボ

ンシティ宣言など、未来世代と地球環境を見据えた取組を進めてきました。これらの積み

重ねは、自然とともに生きるまちを目指す羅臼町の揺るぎない基盤となっています。 

　近年、世界では、２０３０年に向けた国際目標として、生物多様性の損失を止め、回復

へと反転させる「ネイチャーポジティブ」の考え方が示されています。日本においても、

生物多様性国家戦略のもと、地域からの取組が重要とされています。 

　しかし、気候変動の進行や生物多様性の損失などにより、流氷の減少や海洋環境の変化

に加え、夏季の気象の変動や水揚げ魚種の変化など、自然を取り巻く環境は大きな転換期

を迎えています。 

　私たちは、流氷がもたらす豊かな海と・川・森のつながりに支えられた豊かな自然環境

を未来へ確かにつなぐため、従来の「守る」取組にとどまらず、自然を回復させ、より豊

かにしていく取組へと歩みを進める必要があります。 

　羅臼町は、羅臼町民憲章及び知床憲章の理念を踏まえ、ネイチャーポジティブの考え方

を町の未来につなぐ指針として位置づけ、ここに宣言します。 

　【基本理念】 

　１．世界自然遺産の価値と生物多様性の継承。 

　　　知床の海・川・森が育む生態系の健全性を守り、回復させ、その価値を次の世代へ　　　

確実に引き継ぎます。 

　２．自然と産業・暮らしの好循環による地方創生。 

　　　漁業や観光をはじめとする産業の持続可能性を高め、働く場と暮らしを支えること　　　

で、自然の恵みを地域の力とした地方創生へ進めます。また、地域の基盤である自　　　

然への再投資を進めます。 

　３．持続可能なまちづくり。 

　　　気候変動は知床世界自然遺産への大きな脅威との認識の基、ゼロカーボンシティの　　　

実現を目指します。また、資源を大切にするとともに、資源循環の取組を進めま　　　　

す。 

　４．学びと共創による未来世代の育成と世界に向けた発信。 
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　　　ＳＤＧｓの理念を共有し、ＥＳＤを通じた学びと実践を様々な関係者と共に広げる　　　

ことにより、未来世代を育成します。 

　　　また、訪れる人々への情報発信等により、羅臼町の取組を世界へ発信します。 

　　　令和８年３月４日。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅臼町長、湊屋　稔。 

○議長（佐藤　晶君）　ここで、昼食のため、１時まで休憩いたします。午後１時から再

開いたします。 

午後　０時０２分　休憩 

────────────── 

午後　１時００分　再開 

○議長（佐藤　晶君）　再開します。休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　令和８年度教育行政執行方針の説明を求めます。 

　教育長。 

○教育長（石﨑佳典君）　令和８年羅臼町議会第１回定例会の開催に当たり、教育行政に

臨む基本姿勢及び主要な施策について申し上げます。 

　現在、私たちの社会は激しい変化の渦中にあります。デジタル化やグローバル化が加速

する中、これからの予測困難な時代を生き抜く子どもたちには、「自ら考え、創造的に行

動する力」や「他者と協力して課題を解決する力」がこれまで以上に求められています。 

　一方で、足元に目を向ければ、少子高齢化と人口減少という厳しい現実があり、地域活

力の維持や次世代の担い手確保において、極めて深刻な影を落としております。 

　こうした背景のもと、当町では幼稚園と小学校がそれぞれ統合し、「羅臼町立知床未来

幼稚園」と「羅臼町立知床未来小学校」が新たにスタートします。 

　この「１校１園化」は、単なる規模の適正化ではありません。多様な仲間との学びを通

じて教育の質を高め、子どもたちが集団の中で切磋琢磨できる環境を整えるとともに、地

域コミュニティと学校が一体となって子どもを育む、新たな教育モデルの重要な一歩とな

ります。 

　さらに、令和９年度には羅臼高等学校の全国公募という大きな挑戦が控えています。意

欲ある生徒を全国から受け入れることは、単なる生徒数の確保にとどまりません。外部か

らの新しい視点やエネルギーが、生徒のみならず、地域住民にも刺激を与え、次代を担う

人材を育成する大きな原動力となることを期待するものであります。 

　教育は、「まちづくり」そのものです。これらの教育改革を通じて、地域社会が学びの

場として機能し、子どもたちが健やかに育ち、同時に地域社会も共に成長していくという

循環を生み出すために、社会教育と学校教育を両輪として、教育行政を推進してまいりま

す。 

　次に、教育行政に臨む基本姿勢を申し上げます。 

　当町における教育行政の執行に当たりましては、羅臼町が掲げる教育の基本方針に基づ
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き、ＳＤＧｓの理念を念頭に、｢子どもたち一人ひとりの可能性を引き出す教育の推

進」、「学びの機会を保障し、質を高める環境の確立｣、｢地域と歩む持続可能な教育の実

現」の３本柱を中心に施策を推進してまいります。 

　教育環境のさらなる充実を図るため、誰もが幸福感を得られる「ウェルビーイング」の

向上に意を用いながら、学校・家庭・地域との緊密な連携のもと、地域全体で次代を担う

人を育み、教育を通じた持続可能なまちづくりに全力で取り組む所存であります。 

　初めに。「子どもたち一人ひとりの可能性を引き出す教育の推進」についてでありま

す。 

　当町の子どもたちが加速度的に減少している中、昨年度策定した「羅臼町立小学校・羅

臼町立幼稚園適正配置計画」に、現羅臼小学校校舎を活用する「１校１園化」を明示いた

しました。羅臼幼稚園と春松幼稚園、羅臼小学校と春松小学校をそれぞれ統合し、本年４

月、新たに「羅臼町立知床未来幼稚園」と「羅臼町立知床未来小学校」を開設いたしま

す。 

　令和９年度には、幼稚園を併設した「施設一体型幼小連携校」として再編することで、

子どもたちがスムーズに幼稚園の生活から小学校の生活に適応し、特に「小１プロブレ

ム」と呼ばれる小学校入学後の不適応等は、日常の交流や連携によって解消されるものと

考えております。 

　また、幼稚園教諭と小学校教諭の職員室を一体化することで教職員同士のコミュニケー

ションや情報共有を図り、校種間連携の充実のもと、学びの連続性を意識した学校づくり

を推進してまいります。 

　そのため、本年度は併設する幼稚園教室や玄関等の改修、新たな職員室の設置、子ども

たちが伸び伸びと遊べる園庭・校庭の外構工事などを実施し、よりよい教育環境となるよ

う整備してまいります。 

　羅臼町幼小中高一貫教育推進協議会では、「１校１園化」に伴い部会を再編するととも

に、全教職員がいずれかの部会に所属することで、活動をより活発化し、幼・小・中・高

の連携を強化してまいります。 

　自然豊かな知床・羅臼町で育つ園児、児童、生徒が、胸を張って郷土を愛する、心豊か

で健全な人間形成を図るための取組を展開してまいります。 

　幼児教育の充実では、幼稚園教諭だけでなく小学校を含めた全教職員により、「かけ橋

期のカリキュラム」を作成するとともに、幼稚園教育要領で定める「幼児期の終わりまで

に育ってほしい１０の姿」の理解を深め、「施設一体型幼小連携校」のスムーズな開設に

向けて取り組んでまいります。 

　新しい時代に必要となる資質・能力を育成するため、「羅臼町学力向上プラン」に基づ

き、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改革に取組、幼・小・中・高共通の研

究主題である「自立した幼児・児童・生徒の育成」を目指してまいります。 

　その成果を発表する場として、町内全教職員参加のもと、公開授業研究会を開催し、学
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力の向上に努め、さらには、探求的な学習を充実させることにより、子どもたちが自ら課

題を見つけ、情報を集め、分析・解決するプロセスを通して、主体性・思考力・判断力・

表現力、そして自己の生き方やキャリア形成と結びついた資質・能力を育成してまいりま

す。 

　また、自らの命の尊さを知ることや、自己肯定感を高めること、人を思いやる気持ちを

育てていくことが大切であり、全ての教育活動において道徳教育に取り組んでまいりま

す。 

　特別支援教育は、個別の支援計画「こんぱす」の一層の活用を促進するとともに、羅臼

町教育支援委員会及び専門部会において、一人ひとりの教育的ニーズを把握し、個々の持

てる力を高め、生活や学習上の困難の克服あるいは改善に向けて、適切に支援してまいり

ます。 

　また、昨年度から引き続き、発達支援センターに幼稚園教諭を配置するとともに、本年

度は特別支援教育指導主幹を配置し、特別支援教育のさらなる充実を図ってまいります。 

　一昨年度から施行しているコーディネーショントレーニングには、幼稚園、小学校共に

運動に対する興味、関心、意欲と運動能力を向上させる効果が認められたことから、本年

度は、幼稚園年長児と小学校の全児童を対象に実施してまいります。 

　食育の充実では、安定した食生活が子どもの健康や体力・学力に大きく影響することか

ら、園児・児童・生徒が自己の健康や食に対する関心と知識を身につけ、栄養バランスの

よい健全な食生活を実践できる力を育んでまいります。 

　また、学校給食は長引く物価高騰の中ではありますが、質や量を保った継続的な提供に

より、子どもたちがひとしく健やかに成長・発達を遂げられるよう、学校給食センター運

営委員会の意見や給食アンケートを通じて、安全・安心でおいしい給食の提供を心がけて

まいります。 

　持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）を進め、知床の未来を創造する羅臼の子どもた

ちを育てるため、「知床学」を幼稚園及び各学校で実施してまいります。 

　また、昨年度、副読本「知床学」に追加した脱炭素に向けた取組や、北方領土学習の内

容を活用するとともに、他地域の先進校と意見交換や課題協議を行い、「ふるさと教育」

の充実に努めてまいります。 

　英語教育の充実のため、外国語指導助手であるＡＬＴの２名体制を維持し、特に英語に

関わる授業がない小学校１・２学年においては、教育課程に英語の活動を位置づけ、英語

に親しめるよう努めるとともに、授業以外でも「イングリッシュフェスティバル」を開催

するなど、子どもたちが日常的に英語によるコミュニケーションができる力を育んでまい

ります。 

　羅臼高等学校の入学者の確保に向けては、令和９年度からの全国公募を目指して、中学

生や保護者と直接対話する「合同説明会」の参加や、実際に足を運んで知床羅臼を感じて

いただく「お試し留学ｉｎ羅臼」を実施するなど、準備を進めているところであります。 
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　本年度も引き続き取組を進め、入学者の確保と交流人口・関係人口の拡大に努めてまい

ります。 

　羅臼高等学校の「魅力ある高校づくり」の取組では、新入生へのタブレットの贈呈や、

就学旅行費用の助成、大学入学祝金などの経済的な支援のほか、グローバル人材の育成を

目指した海外留学支援など、引き続き、英語教育の充実を図るとともに、より効果的な支

援について羅臼高等学校やＰＴＡの皆様と検討してまいります。 

　次に、「学びの機会を保障し、質を高める環境の確立」についてであります。 

　ＧＩＧＡスクール構想により整備した「１人１台端末」のさらなる活用を進め、各教科

等の特質に応じた適切な学習をはじめ、学習進度や個性に合わせて学びを深める「個別最

適な学び」、児童・生徒同士で協力しながら学び、問題解決を行う「協働的な学び」な

ど、ＩＣＴを活用した教育を推進してまいります。 

　一方で、寝不足による体調不良や学力の低下など、家庭内での利用が徹底されていない

状況が見受けられることから、メディアを使用しない時間づくりや利用のルールづくり、

健康被害への理解を深めるため、ネットワーク環境の時間を制限する小学生「スイッチオ

フ２０」、中学生「スイッチオフ２２」に取り組み、望ましい生活習慣や学習習慣の確立

を目指すとともに、教職員用ＧＩＧＡ端末の更新を行い、ＩＣＴ教育の一層の充実を図っ

てまいります。 

　いじめ防止につきましては、「羅臼町いじめ防止基本方針」に基づき、「いじめは決し

て許されない行為であるとともに、どの児童・生徒にも、どの学校でも起こり得るもので

ある」ことを十分認識した上で、いじめの未然防止や早期発見に努め、学校、家庭、地域

住民、関係機関との連携・協力を一層強化し、組織的な対応につなげてまいります。 

　不登校対策としては、日常的に児童・生徒の変化に留意し、早期対応に努めるととも

に、悩みや課題の解決を図るため、スクールカウンセラーや関係機関等と連携し、児童・

生徒一人ひとりにとって安全・安心で楽しく学べる環境づくりに努めてまいります。 

　また、子どもが不安や悩みを抱えたとき、誰に、どのように助けを求めればよいかを学

ぶ「ＳＯＳの出し方教室」を実施するとともに、児童・生徒の発するＳＯＳに気づくこと

ができるための校内支援体制を確立する研修を充実してまいります。 

　令和の教職員に求められる資質・能力の指標は、従来からの学習指導、生徒指導に加

え、教職に必要な素養、特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応、ＩＣＴや情報・

教育データの利活用が挙げられております。 

　こうした資質・能力を高めるため、羅臼町幼小中高一貫教育推進協議会において、課題

となるテーマや学校のニーズに応じた先進地視察研修を実施するとともに、道立教育研究

所と連携した研修講座を開設してまいります。 

　さらに、小・中学校におきましては、引き続き北海道教育大学付属釧路義務教育学校と

連携した研修を実施し、教職員の資質・能力の向上に努めてまいります。 

　教職員の働き方改革につきましては、令和７年度から９年度までの３年間を期間とする
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「第３期羅臼町アクションプラン」に基づき、実効性のある取組を進めているところであ

りますが、昨年、「公立の義務教育小学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」が

改正され、市町村においても「業務量管理・健康確保措置実施計画」を策定することとな

りましたので、北海道とも協議しながら計画策定に取り組んでまいります。 

　学校を取り巻く環境が複雑化・多様化している中、学校に求められる役割も大きく変化

しておりますので、教職員の負担軽減等を図るためにも、業務の効率化を図り、教職員の

働き方改革を推進してまいります。 

　最後に、「地域と歩む持続可能な教育の実現」についてであります。 

　地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるためには、学校と地域の連携・協働を図

り、一体となって子どもたちの成長につなげていく必要があります。 

　本年度からの「１校１園化」により教育環境が大きく変化する中で、学校は確かな学力

の定着を図ることはもとより、豊かな人間性を育む場として、その役割はますます重要と

なります。 

　子どもたちが多様な大人たちとの交流を通じて、ふるさとへの理解を深め、自ら地域の

未来を創り出す一員として成長していけるよう、学校運営協議会の取組を活発化させ、

「地域と共にある学校」の実現を目指してまいります。 

　子育てと家庭教育の支援は、職員で構成する子ども自律・親育ち応援チーム「緒むす

び」が主体となり、メディアとの適切な付き合い方や家庭教育に関する情報を提供しなが

ら、継続的な支援を行ってまいります。 

　また、子育て支援センターに幼稚園教諭を配置し、スムーズな幼稚園との接続と専門的

な視点からの相談体制を整え、乳幼児期の健やかな育ちを支える環境づくりを進めてまい

ります。 

　生涯学習及び社会教育につきましては、ふるさと学習を柱として、「羅臼町第９次社会

教育中期計画」に沿って取組を進めております。 

　次世代のまちづくりを見据え、青年層が地域活動に参加しやすい環境を整えることは、

活力ある地域を未来へ引き継ぐために不可欠であります。そのためには、各組織や団体と

リーダー養成の重要性を共有し、次代の担い手を共に育むという認識をもって連携するこ

とが重要であると考えております。 

　青少年教育に関わる事業を継続するとともに、社会教育関係団体と連携し、共同事業や

地域行事への参加の機会を広げ、活動をきっかけとして、地域に関わる人を増やすこと

で、各団体における中心的なリーダーの養成や、まちづくりを担う人材育成へとつなげて

いけるよう努めてまいります。 

　当町のスポーツ振興及び健康づくりの取組は、実働を担う「総合型地域スポーツクラブ

らいず」をはじめ、「羅臼町スポーツ協会」や「羅臼町スポーツ少年団」等の活動によっ

て支えられています。各団体が中心となって、それぞれの役割を生かした協力関係をより

確かなものにするとともに、活動を支援し、町民一人ひとりが健やかに暮らせる機会の創
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出に努めてまいります。 

　また、「中学校の部活動地域展開」につきましては、これまでの競技内容を深め、「羅

臼町のスポーツ・文化の在り方検討協議会」において、生徒にとって望ましい活動の在り

方を示してまいります。地域で子どもたちを支えるための具体的な体制づくりを本格化さ

せ、可能な部分から着実に「地域展開」への第一歩を踏み出せるよう準備を進めてまいり

ます。 

　教育施設は、安全・安心で快適に利用できる環境が必要であり、利用者の安全対策や防

災訓練等を継続して実施し、防犯・防災意識を高めてまいります。 

　４月より春松小学校校舎及び春松幼稚園園舎は学校施設としての役割を終えますが、地

域の皆様の集いや活動を支えるため、引き続き施設の開放事業を継続してまいります。 

　今後は新たな管理方法による運営となりますが、日々の団体活動が円滑に進むよう、適

切な維持・管理に努めてまいります。 

　芸術文化活動の推進につきましては、羅臼町文化協会と連携・協力のもと、日頃の学習

活動の発表の場を提供するほか、講座や芸術鑑賞事業、作品展の開催など、町民の学習・

文化活動を支えてまいります。 

　読書振興につきましては、「第３期羅臼町子どもの読書活動推進計画」に基づき取り組

んでいるところであり、子どもの読書習慣の定着や読書に親しむ環境づくりを進めるた

め、「家読(うちどく)推進事業」や「中高生の読書活動推進事業」等の取組を進めていま

す。 

　また、小学生から高校生への学習支援として、多目的室を学習室として開放するなど、

多様化する図書館での過ごし方に対応した取組を進め、施設の利用促進を図ってまいりま

す。 

　文化財の保護・活用につきましては、「羅臼町アイヌ文化施策推進計画」に基づき、ア

イヌ文化の記録保存事業等を継続するとともに、町内チャシ跡は現地調査の実施や測量

図、３Ｄモデルを作成し、保存及び基礎資料の整理を行ってまいります。 

　当町の基幹産業である漁業の歴史を伝える漁具類の調査及び整理を進め、文化財として

の価値の明確化を図るとともに、展示活用や教育利用に向けた検討をしてまいります。 

　また、郷土資料館が保管する当町の自然や産業を記録した磁気テープ資料は、デジタル

保存を実施し、貴重な記録の長期的な保管と教育・観光利用の促進を図ってまいります。 

　以上、令和８年度に取り組む主要な施策を申し上げました。 

　教育には、いつの時代も変わらない『不易』の価値と、時代の変化に応じて取り入れる

べき『流行』の姿があります。激動する社会情勢や技術革新など、社会がかつてないス

ピードで複雑に変容し続ける今だからこそ、この「不易流行」の精神を常に念頭に置き、

日々の教育行政に取り組んでまいります。 

　１校１園化に伴う幼稚園の閉園、小学校の閉校に際し、地域の皆様が長年育んでこられ

た愛着や、深い思いを重く受け止めております。これまで築かれてきた文化や伝統を大切
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にしつつ、教育の本質をしっかりと堅持しながら、時代の要請に応じた資質・能力を育む

とともに、将来の羅臼町をけん引する担い手の育成に取り組み、新たな教育環境を構築し

てまいる所存であります。 

　地域の教育は地域全体で取り組むべき課題であるという認識を共有し、誰もが「ウェル

ビーイング」を実感できるまちを目指して、学校・家庭・地域を結ぶ教育行政に邁進して

まいりますので、議員の皆様、町民の皆様の御理解と御協力を心からお願い申し上げ、教

育行政執行方針といたします。 

　以上でございます。 

○議長（佐藤　晶君）　以上で、行政執行方針及び教育行政執行方針の説明が終わりまし

た。 

　行政執行方針及び教育行政執行方針に対する質問及び一般質問は明日行います。 

──────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤　晶君）　これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

　なお、明日は午前１０時開議といたします。 

　明日の議事日程は、当日配付いたします。 

　本日は、これで散会します。 

　御苦労さまでした。 

午後　１時２６分　散会 
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